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[和訳] 

 “更に完璧となって帰って来た日本の舞踊団” 

 

MAM はジャズダンス、格闘技、高度のアクロバット、コンテンポラリーな表現といった異種のものを同時に取り入れ

ているが、確かなクラシック訓練が根底にある。11 人のダンサーの際立ったテクニックと習熟したスタイルにそれら

が反映し、完璧なショーが現出している。 

彼等はその作品で武士道を描き、日本の常識における統制を瞬きさせるほどの皮肉で痛罵する。 

舞踊団の創設者三代真史は最前線に位置するダンサーである。 

彼は芸術監督の坂本久美子同様で振付を行う。 

プログラムの内、３つの作品は日本の伝統精神に満ちている。 

その動きはしばしば戦闘的である。太鼓の連打と反復的な音楽で始まる動きの中にある舞踊団の優れた特質で

ある力強さ、鍛錬、驚嘆すべき身体制御を最上の照明が映し出す。 

傑出した照明がドラマ性を高める。 

ダンサーが一斉に跳躍する時は、まさに空中にとどまっているかのようだ。 

沸き上がる大喝采に応えてダンサー達が繰り出したアクロバットのデモンストレーションは観客が受け止め尽くせ

ぬほどであった。 
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[和訳] 

 “最高級のスペクタクル” 

 

スターダンサー兼振付家である三代真史が芸術監督の坂本久美子と共に魔法のように舞台に現出させたものは、

息を呑むようなテンポ・アクロバット・卓越したアイデアを多く盛り込んだ 

最高級のスペクタルであると同時に細やか詩情、心を動かすメランコリー秘めた作品の数々である。 

これらを観賞しているうちに珍しく時間がたつのが早いと感じている自分に気づいて驚いてしまった。 

三代は過去の日本の伝説を象徴する多くの場面や巧みなアクロバットとジャズダンスの動きを用いて魔法かと思

えるほどの舞台を創り出した。 

いずれの作品も物語性を有し、細密な振付に基づいたもので動きに一切無駄がない。観客はダンサー達の完璧

に同調した動きと身体の制御により、翻訳が必要となるような異国的な物についても文化の垣根を越えて理解し

楽しむことが出来た。 

性の区別なく統一された衣裳を身に着けたダンサー達の振付に従った一糸乱れぬ動きは並外れて巧みである。 

素晴らしい夜のひとときを過ごした観客から数分間にもわたる盛大な拍手が送られた。 
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[和訳] 

 “現代西洋のジャズダンスと結びついた陽の昇る国の伝統的なダンス” 

 

ゆれる、浮き上がる、宙に舞う。 

ハーモニーと生命の歓喜が会場を揺るがせる。 

それはなおも終演で暗くなった舞台の上に吹き、浮遊し、渦巻いている。 

ダンサー達はその驚異的な力の限りを尽くした舞台を再び披露してくれた。 

いまだに観衆は MAM のダンサーによる高度のパフォーマンスに魅了されたままでいる。 

陽の昇る国の伝統的なダンスと現代西洋のジャズダンスの結合は成功の処方箋と言えそうだ。この２つの文化の

結びつきは、舞踊団に独自の特徴を与え驚嘆すべき成果をもたらした。 

その秀逸さで数々の賞と栄誉を受け、そのことがダンサー達に確かな信念を与えた。坂本久美子と三代真史の 2

人は、日本の心と伝統に満たされ、特徴付けられた振りを創り出し、尽きることない可能性をもってダンスの歴史

に新たな表現・造形・解釈を加え続けている。 

作品の数々は伝統と現代・真剣さと優美さ・限りない深みと根源的な力から生み出され、詩情と機智によって変化

が加わり、自己風刺とユーモアによって生気に満ちたものになっている。 

《動き》はマジックワードである。個々の動き、組み合わさり、結合した動き。 

《エネルギー》はキーワードだ。 

それは波となって舞踊団を押し上げパワーを与える。 

《優美さ》はこの優れた舞踊作品の至高の真言である。 

東洋と西洋を結びつけるという夢は熱狂的な大喝采の中で現実のものとなったのである。 
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※ほか、各国の新聞社 25 社より称賛されました！ 


